
第２学年 地理的分野① 「日本の地域的特色と地域区分」（11時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・資料を基に，日本の地域的特色に ・追究課題について，切り口を考察 ・日本の地域的特色や地域区分を捉え
② ついて読み取っているとともに， し，比較した上で意思決定してい た上で，追究課題を追究しようとす

Ａ 日本の様々な地域区分について理 る。 るとともに，追究課題について意思
考 解している。 決定した過程を見直しながら意思決
え 定しようとしている。
を
も ③ ・資料を基に，日本の地域的特色に ・追究課題について，切り口を考察 ・日本の地域的特色や地域区分を捉え
つ ついて読み取っている，または， した上で意思決定している。 た上で，追究課題を追究しようとす
場 Ｂ 日本の様々な地域区分について理 る。または，追究課題について意思【

解している。 決定した過程を見直しながら意思決
拡 定しようとしている。
散
的
思 ○発言の内容（①・②） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（③）
考 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容】

方
法

④ 有効に利用できる点（☆）・できない点（★）

身
に

⑤ 付
け
さ
せ

考 た
え い
を 知
広 ⑥ 識
げ の
る 例
場【

拡
散
的
思 ⑦ ・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
考 影響について，住む人と訪れる人の 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと】

Ａ 立場ごとに整理して理解している。 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
影響について理解している。 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ る。 する，または，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

方 ○発言の内容（④・⑤） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑥・⑦）

法
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑧
集
団
の
討
論
で
予
想

考 さ
え れ
を る
創 生
り 徒
上 の
げ 発
る 言
場 ⑨ 例【

収
束 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
的 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも
思 Ａ に，追究課題について意思決定した
考 ⑩ 過程を見直しながら意思決定しよう】

としている。

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

Ｂ
追究課題について意思決定した過程
を見直しながら意思決定しようとし
ている。

⑪
○発言の内容（⑩） ○発言の内容（⑧・⑨） ○「ステップチャート」の記述内容

方 ●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容
法 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容

○「単元レポート」の記述内容

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どのような地域区分であれば，
有効に利用することができるか」について考
える。【ＲＭ①】

概念的知識「住む人にとって安心して住み
続けられる地域とわかり，訪れる人にとっ
て他地域との差がつきやすい区分であれば，
有効に利用することができる」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの切り口が最も

ふさわしいかを学級全体で議論する。

日本には地理的な特色による様々な地域区
分があることを捉え，追究課題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

追究課題「日本の地域区分を有効に利用する
には，どの視点を重視すべきか」
切り口Ａ「自然環境・気候」
切り口Ｂ「人口・産業」

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の地域に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

単元テストを行う。

地図や統計などの資料を基に，日本の基本
的な地形や気候について大観し，日本の地域
的特色や気候区分などについて捉える。

「自然環境・気候」で区分することが，住
む人と訪れる人に及ぼす影響について捉える。 住む人の立場 訪れる人の立場

自
然
環
境
・
気
候

☆日本は自然災害が多い地域であり，どのような災害が
　どの場所で起こりやすいかを知っておくことが大切。
☆気候をいかした生活をするためには，冬に雪の多さや
　夏の暑さなどで区分することが重要である。
★どの地域に住んだとしても地震などの災害は防ぐこと
　はできないため，重視する必要はない。
★温暖化によって，日本の中での気候の差は小さくなっ
　ており，気候の違いによる差は重要でない。

☆旅行先で災害にあうこともあるので，安全に行動するため
　には，その土地の自然環境を知っておく必要がある。
☆海水浴やスキーなどのレジャーを楽しむためには，地域ご
　との気候の特色を知っておくことが必要である。
★その地域にどのぐらいの購買力や経済力があるか分からな
　いため，経済活動には役立たない。
★災害はどの場所でも起こる可能性があるため，訪れる人に
　とってはあまり有効な情報にはならない。

人
口
・
産
業

☆人口が多い地域は交通網が集中しているため，生活し
　やすい場所がすぐにわかる。
☆産業によって利益を得ることや働くことは生活に不可
　欠であるため，区分されていると生活しやすい。
★人口が多い地域では，どのような災害に対して対策を
　とる必要があるかわからないので心配。
★現在の日本は情報網や輸送網が行き届いており，日本
　のどの地域に住んでいても大きな差はつかない。

☆人口の多い地域・少ない地域がわかると，どの場所でどん
　な商売をすれば成功するか，予測しやすい，
☆産業による地域区分を見れば，その地域の名産品や製品が
　がすぐにわかるため，区別がつきやすく，訪れやすい。
★人口の多い地域は全国各地に散らばっているため，他地域
　から見て，地域による差がわかりにくい。
★産業が盛んな地域は太平洋ベルトに偏っているため，それ
　以外の地域の差がわかりにくい。

切り口Ａ「自然環境・気候」を選んだ生徒の主張例
・日本は自然災害が多い地域であり，どの地域でどのような災害の危険があるかを知っておくことは，その土地
に安心して住み続けるためには重要である。また，気候にも地域によって特色があり，太平洋側・南西部は主
に温暖で，日本海側・北東部は主に冷涼など，地域ごとに差がつきやすい。

切り口Ａ「自然環境・気候」の主張に対しての反論例
・「自然環境・気候」による区分は，普段の生活や旅行には役立つが，経済活動や仕事にはあまり役立たない。災
害は日本全国どこでも起こり得るし，温暖化によって気候の差もあまりつかなくなっている。

切り口Ａ「自然環境・気候」を選んだ生徒の再反論例
・会社を置いたり工場を建てたりする場合でも，災害の影響を受けやすい地域かどうかを判断するのは重要だし，
現在でも太平洋側と日本海側，北部と南部では，気候の差は大きいと言える。

切り口Ａ「自然環境・気候」を選んだ生徒の最終的な主張例
・日本は様々な変化に富んだ地形がみられ，四季の変化がはっきりしており，地域によって気候の差が大きく，
それによって地域の文化や産業に特色が生まれている。それに加えて，最近では自然災害への対策の重要性が
言われており，どのような災害がどこで起こりやすいかを知っておくことは，その地域に住む人はもちろん，
訪れる人にとっても重要である。切り口Ｂの「人口・産業」による地域区分だと，経済活動には便利でも，人
間の大切な命を守ることはできない。よって，日本の地域区分を有効に利用するには，住む人にとって安心し
て住み続けられることを判断でき，訪れる人にとっても他地域との差がつけやすい，切り口Ａの「自然環境・
気候」の視点を重視して区分すべきである。

「人口・産業」で区分することが，住む人
と訪れる人に及ぼす影響について捉える。



第２学年 地理的分野② 「日本の諸地域～九州地方～」（10時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・資料を基に，九州地方に関わる基 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で，追究課題
本的な事項をまとめ，地域の特色 し，比較した上で意思決定してい を追究しようとするとともに，追究
を踏まえながら理解している。 る。 課題について意思決定した過程を見

Ａ 直しながら意思決定しようとしてい
考 る。
え
を
も ②
つ ・資料を基に，九州地方に関わる基 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で追究課題を
場 本的な事項をまとめ，理解してい した上で意思決定している。 追究しようとする，または，追究課【

る。 題について意思決定した過程を見直
拡 Ｂ しながら意思決定しようとしてい
散 る。
的
思
考】

○発言の内容（①） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（②）
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

方
法

③ 自然や環境をいかしていることにつながる点（☆）・つながらない点（★）

身
に
付
け

④ さ
せ
た
い
知

考 識
え の
を ⑤ 例
広
げ
る
場【

拡 ⑥ ・切り口に関わる社会的事象が及ぼし ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
散 ている影響について，地域内と地域 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと
的 Ａ 外の立場ごとに整理して理解してい 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意
思 る。 思決定した過程を見直しながら意思
考 決定しようとしている。】

・切り口に関わる社会的事象が及ぼし ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
ている影響について，地域内と地域 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ 外に及ぼしている影響について理解 る。 する，または，追究課題について意
している。 思決定した過程を見直しながら意思

決定しようとしている。

方
○発言の内容（③・④） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑤・⑥）

法
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑦
集
団
の
討
論
で
予
想

考 さ
え れ
を る
創 生
り 徒
上 の
げ 発
る 言
場 ⑧ 例【

収
束 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
的 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも
思 に，追究課題について意思決定した
考 Ａ 過程を見直しながら意思決定しよう】

⑨ としている。

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

追究課題について意思決定した過程
Ｂ

を見直しながら意思決定しようとし
ている。

⑩ ○発言の内容（⑨） ○発言の内容（⑦・⑧） ○「ステップチャート」の記述内容
方 ●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容
法 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容

○「単元レポート」の記述内容

「九州北部」の自然や環境をいかした産業
や文化が，地域内と地域外に及ぼしている影
響について捉える。

「九州南部」の自然や環境をいかした産業
や文化が，地域内と地域外に及ぼしている影
響について捉える。

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どのような地域であれば，自然
や環境をいかしている地域と言えるか」につ
いて考える。【ＲＭ①】

概念的知識「地域内の人々が，地域の特色をい

かした生活をしており，地域外の人々が自地域
にはない魅力を感じることができれば，自然や

環境をいかしている地域と言える」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの切り口が最も

ふさわしいかを学級全体で議論する。

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

九州地方の自然環境や地域区分，産業など
をまとめ，九州地方について大観する。

地域の特色を捉え，追究課題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

追究課題「九州地方の自然や環境をよりいか
していると言える地域はどちらか」
切り口Ａ「九州北部（福岡・佐賀・長崎・大分）」
切り口Ｂ「九州南部（熊本・宮崎・鹿児島・沖縄）」

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の地域に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

切り口Ｂ「九州南部」を選んだ生徒の主張例
・九州南部は，温暖な気候をいかして，野菜や果物の促成栽培や観光に力を入れている。地域内の人々にとって
は，自然や環境に合った産業を行うことで地域の特色をいかしており，地域外の人々にとっても沖縄のさんご
礁や屋久島の縄文杉など他の地域にはない魅力を感じることができると言える。

切り口Ｂ「九州南部」の主張に対しての反論例
・九州南部は，他の地域から気軽に訪れるには遠く，東京や名古屋，大阪など主要な大都市からは，飛行機でな
いと訪れることが難しいので魅力を感じにくい。地域内の人々は，沖縄の海の汚染や鹿児島の桜島の火山灰な
ど環境に関する問題も抱えており，地域の特色をいかした生活ができているとは言えないのではないか。

切り口Ｂ「九州南部」を選んだ生徒の再反論例
・他の大都市からは遠くても，沖縄や宮崎など一年を通して温暖な九州南部には，毎年多くの観光客が訪れてい
る。これは遠くても，それを上回るような訪れたい魅力を感じているからだと考えられる。

切り口Ｂ「九州南部」を選んだ生徒の最終的な主張例
・九州北部と比較すると行きやすい場所とは言えないが，九州南部の促成栽培を主とする野菜や果物の栽培は全
国的に有名であり，温暖な気候をいかした観光産業も盛んである。地域内の人々はこれらによって生計を建て
ている人が多く，地域の特色をいかした生活をしていると言える。また，自地域にはない魅力を求めて，多く
の人が九州南部を訪れている。九州北部は工業が中心で，利便性の高い大都市があるが，これは他の地域にも
みられる特色である。それに対して，九州南部は，訪れる人にとって，温暖な気候がもたらす他の地域にはな
い魅力が感じられる。よって，切り口Ｂ「九州南部」の方が追究課題にふさわしい。

単元テストを行う。

地域内の立場 地域外の立場

九
州
北
部

☆大都市である福岡市や北九州市があり，新幹線や
　航空機によって，他の大都市圏とも行き来がしや
　すいため，今後の発展が見込まれる。
☆北九州市は「環境モデル都市」に指定されている
　ほど，公害への対策が十分にできている。
★日本海側に位置する県や地域が多く，温暖である
　とは言えない。

☆福岡市や北九州市は交通網が発達しているため訪れや
　すく，九州地方の観光の拠点となっている。
☆温泉の数が日本一である大分県や，古くから外国との
　交流によって様々な文化に触れることができる長崎県
　など，観光地として魅力的である。
★九州南部に比べて温暖な気候とは言えず，冬に暖かさ
　を求める観光の目的地にしづらい。

九
州
南
部

☆九州南部では温暖な気候をいかした野菜や果物の
　栽培がさかんであり，重要な産業となっている。
☆沖縄県や鹿児島県の島々には多くの自然が残って
　おり，それらと共存しながら生活している。
★さんご礁の減少など，開発により貴重な自然や生
　態系が失われつつある。
★本州から遠く，生活の利便性は高くない。

☆促成栽培により，季節が外れていても九州南部で栽培
　された野菜や果物を手に入れることができる。
☆沖縄県は，日本で最も温暖な地域であり，他の地域に
　はない珍しい自然や文化に触れることができる。
★訪れる人にとっても台風や火山の影響が心配される。
★首都圏や他の地域から遠く，気軽に訪れることが難し
　い。



第２学年 地理的分野③ 「日本の諸地域～中国・四国，東北地方～」（11時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・資料を基に，中国・四国，東北地 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で，追究課題
方に関わる基本的な事項をまとめ， し，比較した上で意思決定してい を追究しようとするとともに，追究

Ａ 地域の特色を踏まえながら理解し る。 課題について意思決定した過程を見
ている。 直しながら意思決定しようとしてい

考 る。
え ②
を
も ・資料を基に，中国・四国，東北地 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で追究課題を
つ 方に関わる基本的な事項をまとめ， した上で意思決定している。 追究しようとする，または，追究課
場 ③ Ｂ 理解している。 題について意思決定した過程を見直【

しながら意思決定しようとしてい
拡 る。
散
的
思 ○発言の内容（①・②） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（③）
考 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容】

方
法

④ 過疎化を止めることにつながる点（☆）・つながらない点（★）
⑤

身
に
付
け
さ
せ
た

考 い
え 知
を 識
広 ⑥ の
げ 例
る
場【

拡
散
的
思
考】

⑦
・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
影響について，地域内と地域外の立 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ａ 場ごとに整理して理解している。 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
影響について理解している。 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ る。 する，または，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

方
○発言の内容（④・⑤） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑥・⑦）

法
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑧
集
団
の
討
論
で
予

考 想
え さ
を れ
創 る
り 生
上 徒
げ の
る 発
場 言【

⑨ 例
収
束
的
思 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
考 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも】

⑩ に，追究課題について意思決定した
Ａ 過程を見直しながら意思決定しよう

としている。

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

Ｂ
追究課題について意思決定した過程
を見直しながら意思決定しようとし
ている。

⑪ ○発言の内容（⑩） ○発言の内容（⑧・⑨） ○「ステップチャート」の記述内容
方 ●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容
法 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容

○「単元レポート」の記述内容

「インフラ整備」が，地域内と地域外に及ぼ
す影響について捉える。

「産業の振興」が，地域内と地域外に及ぼす
影響について捉える。

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どうすれば過疎化を止めること
ができるか」について考える。【ＲＭ①】

概念的知識「地域内の人々が定住したいと
思うような生活しやすい環境がつくられ，
地域外の人々が移住したいと思うような魅
力があれば，過疎化を止めることができる」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの切り口が最も

ふさわしいかを学級全体で議論する。

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

中国・四国地方の自然環境や地域区分，産
業などをまとめ，中国・四国地方について大
観する。

時代の特色を捉え，追究課題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

追究課題「過疎化を止めるために最も有効な
方法は何か」
切り口Ａ「インフラ整備」
切り口Ｂ「産業の振興」
切り口Ｃ「まちおこし・むらおこし」

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の地域に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

切り口Ａ「インフラ整備」を選んだ生徒の主張例
・人がその場所にずっと住み続けるには，インフラが整備され，利便性があって住みやすい場所でなければなら
ない。中国・四国地方も東北地方も，都市部から離れている場所で過疎化が進んでいるため，交通網が整備さ
れ，病院や学校など生活に必要な施設がつくられれば，高齢になっても住みやすい地域になり，移住する人も
増えると考えられる。

切り口Ａ「インフラ整備」の主張に対しての反論例
・子育て支援の補助は期限付きの場合があるので，長く定住しようと思う人には魅力にならないのではないか。
また，交通網や施設の建設など，インフラ整備には多大な費用が掛かり，実現は難しいのではないか。

切り口Ａ「インフラ整備」を選んだ生徒の再反論例
・子育て支援だけでなく，移動販売車など高齢者に対する支援もあるので，老後も安心して住むことができる。
確かに費用は掛かるが，移住する人や定住する人が多くなれば，費用をカバーできるような経済効果が期待で
きる。また，ドクターヘリやインターネットによる遠隔医療の充実などは，それほど大きな費用が掛けないで
整備できると考えられる。

切り口Ａ「インフラ整備」を選んだ生徒の最終的な主張例
・切り口Ｂ「企業誘致」は地域内の人々にとっては企業で働く一部の人しか関わらないし，切り口Ｃ「まちおこ
し・むらおこし」は地域外の人々にとってはイベントなどに関心をもった一部の人にしか関わらないが，切り
口Ａ「インフラ整備」は幅広い世代に関わるため，地域内の人々が老後まで安心して住めるようになるし，地
域外の様々な世代の人々が移住してくる魅力になる。よって，概念的知識を満たし，追究課題に最もふさわし
い切り口はＡ「インフラ整備」である。

単元テストを行う。

東北地方の自然環境や地域区分，産業など
をまとめ，東北地方について大観する。

「まちおこし・むらおこし」が，地域内と地
域外に及ぼす影響について捉える。

地域内の立場 地域外の立場

イ
ン
フ
ラ
整
備

☆本州四国連絡橋や新幹線の延線などにより，都市部との行き来が
　しやすくなり，交通の不便さが解消され，定住につながる。
☆ドクターヘリ，移動販売車などの取組が広がれば安心して生活で
　きるので定住につながる。
★交通の便がよくなると，日帰り客が増えて観光業に打撃があった
　り，フェリーや路線バスが廃便になったりして，生活に悪影響が
　あるため定住につながらない。　
★移動販売車などの取組は採算が合わないと，経営から撤退してし
　まう可能性があるため，定住につながらない。

☆都市部への通勤や買い物に不便が無くなることで，田舎に住みたい人が
　移住してくる。
☆子育て支援政策によって，経済的に安心して子育てしたい世帯が移住し
　てくる。
★子育て支援などの取組は期限が設けられている場合があり，移住するほ
　どの魅力にならない場合があるため，移住につながらない。
★過疎地は学校の統廃合が進んでおり，子育てに力を入れたい世帯から敬
　遠されてしまうため，移住につながらない。

産
業
の
振
興

☆東北地方に多い伝統工業の技術をいかせる企業を誘致することに
　より，地元の雇用が安定し，定住につながる。
☆IT企業を誘致することで，農業のIT化が進むなど，地元の産業の
　活性化にもつながり，定住につながる。
★補助期間が過ぎて企業が撤退してしまったり，誘致した企業が倒
　産したりすると，従業員が失業してしまう恐れがあるため，定住
　につながらない。
★巨大工場の進出は地元の中小零細企業の倒産・閉鎖を招く場合が
　あるため，定住につながらない。

☆神山町のIT企業のように，環境のよさに魅力を感じて移住してくる。
☆日本ならではの伝統工業に魅力を感じ，海外から東北地方に移住し，技
　術を学ぶ外国人が増えている。。
☆企業誘致による補助金に魅力を感じて，工場を移転させる企業が出てく
　るため，従業員やその企業で働きたい人が移住してくる。
★企業は労働力の確保を重視しており，企業誘致は余り進んでいない現状
　があるため，移住につながらない。
★海外の方がコストが安いため，海外に工場を移転させる企業が増えてい
　るため，移住につながらない。

ま
ち
お
こ
し
・
む
ら
お
こ
し

☆観光やイベントに多くの人が集まり，地域が活性化することで，
　定住につながる。
☆特産物を売り出したり，ゆるキャラをつくったりすることで，産
　業として成り立つようになり，定住につながる。
★観光客が増加しても，地域に直接的な利益がある場合ばかりでは
　ないので，定住につながらない。
★地域外へのアピールを過度にしようとすると，今までの生活文化
　が乱される可能性あるため，定住につながらない。

☆中国・四国地方や東北地方に足を運ぶきっかけになり，愛着をもってく
　れた人が移住してくる。
☆東北地方には祭りが多いため，祭りをまちおこし・むらおこしに利用し
　て観光客を増やし，地域の魅力を伝えることで，移住につながる。
☆「地域おこし協力隊」として過疎地の活性化に協力したいという人が移
　住してくる。
★観光客が増加しても，イベントや特産物を楽しみに訪れるだけなので，
　移住につながらない。
★地域おこし協力隊」は地元の温度差によってうまくいかない場合もあ　
　り，移住につながらない。



第２学年 地理的分野④ 「日本の諸地域～近畿，関東，北海道地方～」（11時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・資料を基に，近畿・関東・北海道 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で，追究課題
地方に関わる基本的な事項をまと し，比較した上で意思決定してい を追究しようとするとともに，追究

Ａ め，地域の特色を踏まえながら理 る。 課題について意思決定した過程を見
解している。 直しながら意思決定しようとしてい

考 ② る。
え
を
も ・資料を基に，近畿・関東・北海道 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で追究課題を
つ ③ 地方に関わる基本的な事項をまと した上で意思決定している。 追究しようとする，または，追究課
場 Ｂ め，理解している。 題について意思決定した過程を見直【

しながら意思決定しようとしてい
拡 る。
散
的
思 ○発言の内容（①～③） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（③）
考 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容】

方
法

④ 地域の魅力につながる点（☆）・つながらない点（★）
⑤

身
に
付
け
さ

考 せ
え た
を い
広 ⑥ 知
げ 識
る の
場 例【

拡
散
的
思
考】

⑦
・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
影響について，地域内と地域外の立 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ａ 場ごとに整理して理解している。 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
影響について理解している。 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ る。 する，または，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

方
○発言の内容（④・⑤） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑥・⑦）

法 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑧
集
団
の
討
論
で
予
想

考 さ
え れ
を る
創 生
り 徒
上 の
げ 発
る ⑨ 言
場 例【

収
束 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
的 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも
思 ⑩ に，追究課題について意思決定した
考 Ａ 過程を見直しながら意思決定しよう】

としている。

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

Ｂ
追究課題について意思決定した過程
を見直しながら意思決定しようとし

⑪ ている。

○発言の内容（⑩） ○発言の内容（⑧・⑨） ○「ステップチャート」の記述内容
方 ●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容
法 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容

○「単元レポート」の記述内容

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どのような地域であれば，魅力
のある地域と言えるか」について考える。

【ＲＭ①】

概念的知識「地域内の人々にとって住み続
けたい要素があり，地域外の人々にとって，
他の地域にはない訪れる価値があれば，魅
力のある地域と言える」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの切り口が最も

ふさわしいかを学級全体で議論する。

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

追究課題「人々にとって最も魅力のある地域
はどこか」
切り口Ａ「近畿地方」
切り口Ｂ「関東地方」
切り口Ｃ「北海道地方」

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の地域に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

単元テストを行う。

地域内の人々立場 地域外の人々立場

近
畿
地
方

☆交通網が発達しており，京都・大阪・神戸と大都市
　がほぼ隣接しているので，利便性が高い。
☆再開発が進んでおり，快適な環境で生活したり，仕
　事をしたりすることができる。
★阪神・淡路大震災の被害を受けた地域であり，大き
　な災害への備えが必要である。
★京都や奈良の市街地には，景観や歴史的建造物を守
　るために様々な規制があり，生活しづらい。

☆京都や奈良には，有名で歴史の古い建造物や，レジャ
　ー施設や観光地など活気がある場所が点在し，国内外
　を問わず訪れる人が多い。
☆2025年には大阪で万博が開かれることになっており，
　新しい魅力が増えることが期待できる。
★東京への一極集中が進んでおり，大阪にあった本社を
　東京に移す企業が増えている。
★都心部は土地が狭く，移住しづらい。

関
東
地
方

☆関東地方は交通網が日本で最も発達している地域で
　あり，利便性が高く，住みやすい。
☆様々な企業の本社や省庁，大学などの教育機関が集
　まっており，通勤・通学に便利である。
★過密化で人口が集まりすぎており，道路や鉄道が常
　に混雑していて移動がしづらい。
★災害に対する心配やヒートアイランド現象などによ
　り，生活に環境面の不安がつきまとう。

☆様々な情報や流行の発信地であり，企業や店舗の数も
　他地域に比べて群を抜いて多い。。
☆交通網が集中しているので訪れやすく，観光地や宿泊
　施設も多いので，旅行先として人気がある。
★都市機能が集中しており，災害などで都市機能が被害
　を受ければ，日本の他地域への影響は必至である。
★都心部は土地の価格が高騰しており，経済的に余裕が
　ないと移住できない。

北
海
道
地
方

☆農業・漁業がさかんで，食料が豊富にあるため，食
　生活に困ることがない。
☆土地が広いため，のびのびと生活できる。
★土地が広いわりに交通網が発達していないため，移
　動が不便である。
★冬の寒さが厳しく，雪害や凍結への対策をしないと
　冬は生活できない。

☆自然をいかした観光地やイベントが多くあり，観光地
　や避暑地として魅力的である。
☆豊富な食材を食べることができ，現地に行って食べる
　だけでなく，インターネット等で取り寄せて食べる価
　値のある食材も多い。
★都市圏からは遠く，訪れるのに費用がかかる。
★観光地の環境の悪化が懸念されており，観光に制限が
　かかってる場所もある。

近畿地方の自然環境や地域区分，産業など
をまとめ，近畿地方について大観する。

関東地方の自然環境や地域区分，産業など
をまとめ，関東地方について大観する。

北海道地方の自然環境や地域区分，産業な
どをまとめ，北海道地方について大観する。

地域の特色を捉え，追究課題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

「近畿地方」の特色が，地域内の人々と地域
外の人々に及ぼす影響について捉える。

「関東地方」の特色が，地域内の人々と地域
外の人々に及ぼす影響について捉える。

「北海道地方」の特色が，地域内の人々と地
域外の人々に及ぼす影響について捉える。

切り口Ｂ「関東地方」を選んだ生徒の主張例
・関東地方は首都である東京を中心に交通網が最も発達している地域であり，利便性が高く，様々な場所へ移動
しやすい。また，企業の本社や省庁，教育機関が集中しており，通勤・通学にも困らず，ビジネスや勉学のた
め，他地域から東京大都市圏に移住してくる人も多い。これは関東地方には住み続けたい要素が多く，他地域
にはない施設が多くあるからだと考えられる。

切り口Ｂ「関東地方」の主張に対しての反論例
・関東地方は東京を中心に過密化が起こっており，道路や鉄道がいつも混雑している。首都圏に住んでいる人は
仕事や勉学などのために仕方なく住んでいるのであり，住み続けたいという要素にはならない。

切り口Ｂ「関東地方」を選んだ生徒の再反論例
・道路や鉄道が混雑しているのは事実だが，現在も新しい鉄道の路線や道路が次々に造られており，混雑が緩和
されて生活しやすくなると考えられる。

切り口Ｂ「関東地方」を選んだ生徒の最終的な主張例
・関東地方は日本の人口の約４分の１が住んでいることから，住み続けたいと思う要素が多い地域である。また，
地域外の人々にとっても，交通網が集中しているので訪れやすく，観光地や宿泊施設も多いので，旅行先とし
ても人気がある。切り口Ａの「近畿地方」は，歴史的建造物などは多く存在するが，他の地域にはないと言え
るほどの魅力があるわけではないし，切り口Ｃ「北海道地方」は，旅行先としては魅力が多い地域だが，冬の
寒さが厳しく生活の利便性も乏しいため，住み続けたい要素が少ない。よって，追究課題にふさわしいのは，
切り口Ｂの「関東地方」である。



第２学年 地理的分野⑤ 「日本の諸地域～中部地方～」（11時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・資料を基に，中部地方に関わる基 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で，追究課題
本的な事項をまとめ，地域の特色 し，比較した上で意思決定してい を追究しようとするとともに，追究

Ａ を踏まえながら理解している。 る。 課題について意思決定した過程を見
考 直しながら意思決定しようとしてい
え る。
を
も ② ・資料を基に，中部地方に関わる基 ・追究課題について，切り口を考察 ・地域の特色を捉えた上で追究課題を
つ 本的な事項をまとめ，理解してい した上で意思決定している。 追究しようとする，または，追究課
場 る。 題について意思決定した過程を見直【

Ｂ しながら意思決定しようとしてい
拡 る。
散
的
思
考 ○発言の内容（①・②） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（②）】

●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容
方
法

③ 産業の発展につながる点（☆）・つながらない点（★）

身

④
に
付
け
さ
せ
た

考 い
え ⑤ 知
を 識
広 の
げ 例
る
場【

⑥
拡
散
的
思
考】

⑦
・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
影響について，地域内と地域外の立 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ａ 場ごとに整理して理解している。 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
影響について理解している。 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ る。 する，または，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

方
○発言の内容（③～⑤） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑥・⑦）

法
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑧
集
団
の
討
論
で
予
想

考 さ
え れ
を る
創 生
り 徒
上 の
げ 発
る 言
場 ⑨ 例【

収
束 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
的 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも
思 に，追究課題について意思決定した
考 ⑩ Ａ 過程を見直しながら意思決定しよう】

としている。

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

Ｂ 追究課題について意思決定した過程
を見直しながら意思決定しようとし
ている。

⑪ ○発言の内容（⑩） ○発言の内容（⑧・⑨） ○「ステップチャート」の記述内容
方 ●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容
法 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容

○「単元レポート」の記述内容

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どのような産業であれば，地域
的特色をいかすことができるか」について考
える。【ＲＭ①】

概念的知識「環境やそこに住む人の技術を
いかして地域内に利益をもたらし，地域外
からも多くの需要がある産業であれば，地
域的特色をいかすことができる」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの切り口が最も

ふさわしいかを学級全体で議論する。

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

追究課題「中部地方の地域的特色をいかすた
めに，今後最も発展させるべき産業は何か」
切り口Ａ「第一次産業」
切り口Ｂ「第二次産業」
切り口Ｃ「第三次産業」

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の地域に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

切り口Ｂ「第二次産業」を選んだ生徒の主張例
・愛知県の自動車工業は，古くから発達していた繊維工業の技術を使って始まったものであり，地域の歴史と
大消費地である東京大都市圏や京阪神大都市圏と距離が近いという地域的特色をいかした産業である。現在
では，環境にやさしい自動車の開発など，さらに発展を続けており，中部地方の地域経済のためにも，今後
も発展していくことが望ましいし，その可能性は十分にあると言える。

切り口Ｂ「第二次産業」の主張に対しての反論例
・確かに自動車工業は盛んだが，それ以外の産業も発展させていかないと，中部地方全体が発展しない。中部
地方には自然が豊かで冷涼な中央高地や，稲作が盛んな北陸地方もあり，これらの地域的特色をいかした産
業を今後さらに発展させていくことで，中部地方全体がバランスよく発展していくことができる。

切り口Ｂ「第二次産業」を選んだ生徒の再反論例
・中部地方は，名古屋をはじめとして全体的に魅力が少ない地域と思われており，他の地域に勝るところは自
動車工業や地場産業などの第二次産業である。今後も「ものづくり」を中心に発展を続けていくべきである。

切り口Ｂ「第二次産業」を選んだ生徒の最終的な主張例
・中部地方の経済は，自動車工業を中心とした第二次産業によって支えられており，今後もこれを継続してい
くべきである。切り口Ａの「第一次産業」は後継者不足が深刻になっており，今後の大きな発展は難しい。
切り口Ｃの「第三次産業」は，サービス業や観光業が中心となるが，中部地方には魅力的な観光地や訪れた
くなるスポットが少なく，中部地方の地域的特色をいかせない。切り口Ｂの「第二次産業」なら，中部地方
の環境や住む人の技術によって今後も地域内に利益をもたらすことができるし，地域外からの需要が増え続
けていくと思われる。よって追究課題にふさわしいのは切り口Ｂの「第二次産業」である。

単元テストを行う。

中部地方の自然環境や地域区分，産業など
をまとめ，中部地方について大観する。

地域の特色を捉え，追究課題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

「第一次産業」の発展が，地域内と地域外
に及ぼす影響について捉える。

「第二次産業」の発展が，地域内と地域外
に及ぼす影響について捉える。

「第三次産業」の発展が，地域内と地域外
に及ぼす影響について捉える。

地域内の立場 地域外の立場

第
一
次
産
業

☆中央高地では冷涼な気候をいかしてレタスの抑制栽
　培がさかんに行われており，長野県は生産量全国１
　位であることから，今後も利益が見込める。
☆北陸地方は日本の代表的な穀倉地帯となっており，
　米は日本の主食なので，今後も発展が見込める。
★農業人口は減少を続けており，受け継ぐことが困難
　で，今後の発展は見込めない。
★海外の安い農産品や水産品に負けて売れなくなっ
　てしまい，発展が見込めない。

☆北陸地方特に新潟県の米は品質が高く信頼でき，日本
　全国から需要があるため，今後も生産を伸ばし続ける
　ことを望まれている。
☆観光農園が増えており，観光と農業体験を一緒に楽し
　むことができるので，旅行先として需要が高まってい
　る。
★米は様々な地域で生産されており，新潟県などの北陸
　地方で生産されたものでなくても，高い品質のものが
　手に入るので，成長を必要としない。

第
二
次
産
業

☆愛知県や静岡県では自動車工業が盛んで，需要も高
　く大きな利益を生んでおり，中部地方の重要な産業
　となっているため，今後も発展が見込まれる
☆中央高地には立地の良さをいかして電子部品や自動
　車部品を生産する工場があり，今後も需要が高まる
　ことが予想される。
★外国の製品との競争に負けてしまうと，発展が見込
　めない。

☆愛知県の自動車工業は世界的に有名で信頼できるの　
　で，今後も順調に生産を伸ばし，需要に応えていくこ
　とが望まれる。
☆北陸地方の伝統工業や地場産業は技術力が高く信頼で
　きるため，今後も生産を続けていくことが望まれる。
★愛知県の自動車工業が発展しすぎると他地域の自動車
　工業が成長しないため，これ以上の発展は必要ない。
★伝統工業の後継者が少なく，信頼ができない。

第
三
次
産
業

☆サービス業は従業者も多く，今も新しい業種が生ま
　れており，今後の発展が期待できる。
☆「名古屋めし」などのご当地グルメを発掘すれば，
　集客が見込めて，今後の発展が期待できる。
★「レゴランド」が不人気で客が集まっておらず，赤
　字になってしまい，今後の利益が見込めない。
★大都市である名古屋は魅力が少なく，観光地として
　発展するには難しく，今後の利益が見込めない。

☆中部地方は地理的に東京と大阪の都市圏のどちらから
　でも訪問しやすく，観光客が集まりやすいので，観光
　業の発展が見込まれる。
☆白川郷や金沢など，歴史のある地域が多く，それを魅
　力として外国人などからの人気が高まる。
★中部地方には東京や大阪ほどの魅力はなく，リニア新
　幹線などで行きやすくなっても，頻繁に訪れたいとは
　思わない。



第２学年 地理的分野⑥ 「地域調査の手法・地域の在り方」（10時間完了） ○評定に用いる評価 ●学習改善のための評価

場 時 主な学習の流れ 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

① ・地形図の読み取り方などの地理的 ・追究課題について，切り口を考察 ・自分たちの住む地域の特色や課題を
技能を身に付けているとともに， し，比較した上で意思決定してい 捉えた上で，追究課題を追究しよう
資料を基に，自分たちが住む地域 る。 とするとともに，追究課題について

Ａ の特色や課題を理解している。 意思決定した過程を見直しながら意
考 思決定しようとしている。
え
を
も
つ ② ・地形図の読み取り方などの地理的 ・追究課題について，切り口を考察 ・自分たちの住む地域の特色や課題を
場 技能を身に付けている，または， した上で意思決定している。 捉えた上で追究課題を追究しようと【

資料を基に，自分たちが住む地域 する，または，追究課題について意
拡 Ｂ の特色や課題を理解している。 思決定した過程を見直しながら意思
散 決定しようとしている。
的
思
考】

○発言の内容（①） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（②）
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

方
法

課題解決前の影響（★）・課題解決後の影響（☆）

③

身
に
付
け
さ
せ

考 た
え ④ い
を 知
広 識
げ の
る 例
場【

拡
散 ⑤
的 ・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，振り分けられた ・切り口に関わる社会的事象について
思 影響について，地域内の人々と地域 立場に立って資料を基に切り口を比 捉えた上で追究課題を追究しようと
考 Ａ 外の人々の立場ごとに整理して理解 較した上で意思決定している。 するとともに，追究課題について意】

している。 思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

⑥
・切り口に関わる社会的事象が及ぼす ・追究課題について，資料を基に切り ・切り口に関わる社会的事象について
影響について理解している。 口を比較した上で意思決定してい 捉えた上で追究課題を追究しようと

Ｂ る。 する，または，追究課題について意
思決定した過程を見直しながら意思
決定しようとしている。

方
○発言の内容（③・④） ●「ステップチャート」の記述内容 ○発言の内容（⑤・⑥）

法
●「ステップチャート」の記述内容 ○「ステップチャート」の記述内容

⑦ 集
団
の
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論
で
予
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え る
を 生
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り の
上 発
げ ⑧ 言
る 例
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収 ・概念的知識を社会的事象と結び付け ・追究課題について，概念的知識を踏 ・これまで学習してきたことを基に追
束 て理解している。 まえて意思決定している。 究課題を追究しようとするととも
的 ⑨ Ａ に，追究課題について意思決定した
思 過程を見直しながら意思決定しよう
考 としている。】

・概念的知識を理解している。 ・追究課題について，概念的知識の一 ・これまで学習してきたことを基に追
部を踏まえて意思決定している。 究課題を追究しようとする，または，

Ｂ 追究課題について意思決定した過程
を見直しながら意思決定しようとし
ている。

⑩ ○発言の内容（⑨） ○発言の内容（⑦・⑧） ○「ステップチャート」の記述内容
●「ステップチャート」の記述内容 ●「ステップチャート」の記述内容 ○「単元レポート」の記述内容

方 ○単元テスト ○「単元レポート」の記述内容
法 ○「単元レポート」の記述内容

「観光業の促進」が，地域内の人々と
地域外の人々に及ぼす影響について捉え
る。

「安全・防災対策の整備」が，地域内
の人々の地域外の人々に及ぼす影響につ
いて捉える。

【個々の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，「ステップチャート」を使いな
がら意思決定した過程を説明し，検討する。
議論の中で出された意見を基に，自分が意

思決定した過程を振り返る。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ③】【Ｍ②】

【立場の討論】
振り分けられた立場が異なる生徒が混在す

る小集団内で，複数の立場の意見を踏まえて，
どの切り口が最もふさわしいかを議論する。
これまでの学習内容や本時に議論したこと

を振り返り，「どうすれば，よりよい地域とな
るか」について考える。【ＲＭ①】

概念的知識「地域内の人々にとって暮らし
やすく，地域外の人々にとって魅力を感じ
て結び付きが強まれば，よりよい地域とな
る」

【集団の討論】
概念的知識を踏まえて，どの政策が最もふ

さわしいかを学級全体で議論する。

意思決定した過程とこれまでの学習内容を
振り返り，「単元レポート」としてまとめる。
【拡・収ＲＭ①】【ＲＭ②】

古代や江戸時代の古地図や地形図（デジタ
ル地図）などを活用して，自分たちが住む地
域の特色について捉える。

自分たちの住む地域の課題を捉え，追究課
題を確認する。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ①】

追究課題「よりよい地域にしていくために最
も大切なことは何か。」
切り口Ａ「観光業の促進」
切り口Ｂ「安全・防災対策の整備」

意思決定した過程を「ステップチャート」
にまとめ，自己評価する。【拡Ｍ②】【Ｍ①】

概念的知識を他の地域に当てはめて考える。
意思決定した過程を「ステップチャート」

にまとめ，自己評価する。【収Ｍ①】【Ｍ③】

切り口Ａ「観光業の促進」を選んだ生徒の主張例
・地域内の人々にとっては，観光業が促進されることで，イメージが改善され，観光客が増えることで，観光に
関連した様々な職種の人たちの収入が増え，暮らしやすくなる。地域外の人々にとっては，イメージが改善す
ることで，多くの人が観光にいくようになり，結び付きが強まる。

切り口Ａ「観光業の促進」の主張に対しての反論例
・なごやめしや名古屋城など今あるものをPRするだけでは，イメージは改善されていないし，新たな魅力を開発
しようとすると，多くの税金が必要になり，住民にとっては暮らしにくくなるのではないか。

切り口Ａ「観光業の促進」を選んだ生徒の再反論例
・レゴランドのように，企業やテーマパークを誘致すれば，税金を使う必要はないので，住民に対して負担をか
けずに観光業を促進できるし，観光客が魅力を感じることにもつながる。

切り口Ａ「観光業の促進」を選んだ生徒の最終的な主張例
・切り口Ｂは，名古屋周辺の地形の特質上，南西部の震災対策には限界があり，住民にとって現状以上に暮らし
やすくすることは難しい。また，治安や交通などを整備しても魅力が少なければ訪れたいと思う人は少ないの
で，地域外との結び付きを強めることはできない。それに比べ，切り口Ａは，企業やテーマパークを誘致する
などの方法で新たな魅力を開発すれば，住民に負担をかけることなく観光業が促進され，新たな雇用の創出や
様々な職種の人たちの収入が増加することで，暮らしやすくなる。また，地域外の人々が自分たちの地域には
ない魅力を感じれば，訪問志向が強まり，結び付きを強めることができる。

単元テストを行う。

地域内の人々の立場 地域外の人々の立場

観
光
業
の
促
進

★地元の観光資源の魅力を認識していないため，他
　地域に広める推奨度が低い。
★コロナ禍により，観光業全体の利益が減少。
☆地域住民に魅力を再認識させ，観光業を促進させ
　ることで，食料品産業や飲食サービスなど観光業
　以外の産業も活性化する。
☆名古屋のアクセスの良さを生かし，宿泊の拠点と
　してアピールしていくで宿泊業を促進させる。

★全国主要８都市の中で，最も魅力に欠ける都市となっ
　ており，観光に行きたいと思っていない。
★中部国際空港があるため，外国からの観光アクセスが
　よく，外国人宿泊数は増加傾向にある。
☆アクセスが良いので，魅力を認識できれば，観光した
　い人が増えやすい。
☆名古屋周辺のよさを認識することで，自分のまちや他
　の町の良さを再認識するきっかけになる。

安
全
・
防
災
対
策
の
整
備

★犯罪発生率や死亡事故の件数が高く，安心して暮
　らすことができない。
★南西部は埋め立て地や海抜が低い場所が多く，大
　地震の際には甚大な被害が出る。
☆治安強化や事故対策をすることで，住みやすい町
　にすることができる。
☆防災対策をすることで，生活や産業での被害を軽
　減することができる。

★治安が悪かったり，事故が多かったりすると，訪れた
　くなくなる。
★震災によって中部圏の工業が生産停止すると，日本や
　世界中の消費者が物を買いにくくなる。
☆治安や耐震の整備が進むと，住みやすくなるので，移
　住する人が増えやすい。
☆産業への被害が軽減することで，日本経済全体の被害
　を軽減することができる。


